
1月18日（水）15:00～17:00
特別オンラインセミナー
AI推進店舗向け「実地棚卸なるほどQ＆A」

1 https://www.jeas.gr.jp/



所在地： 〒160-0004 東京都新宿区
四谷 1-6-1 YOTSUYA TOWER 7階

EAS＆カメラの工業会及び認定個人情報保護団体としてのJEAS

名称 ： 工業会 日本万引防止システム協会（JEAS）
. The Japan Industrial Association of Electronic Article

Surveillance Machines.
設立 ： ２００２年６月
会員数： 正会員37社、賛助会員１2社、特別会員７団体
認定個人情報保護団体 対象事業者数：１３社
事業 ： 万引防止システムの普及を通した社会貢献（ロス削減、安全安心）
組織 ： 経済産業省・中小企業庁より工業会認定

2018年2月1日より、中小企業等経営強化法の経営力向上設
備等及び生産性向上特別措置法の先端設備等に係る生産性向
上要件証明[分野:EAS〔電子商品監視機器〕、防犯カメラ
〔赤外線サーモカメラ含む〕を行う工業会業務開始。

個人情報保護委員会 認定個人情報保護団体 認定
2020年9月18日理事会において、EAS機器と防犯カメラ（赤
外線サーモカメラ含む）の工業会として認定個人情報保護団
体に申請することを決定し、同日個人情報保護委員会に申請
し、2020年9月30日に認定団体となる。工業会としては初！
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1月18日（水）15:00～ AI推進店舗向け「実地棚卸なるほどQ＆A」オンラインセミナー
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現在、さまざまな形で、売場でのAI実証実験が行われていますが、その成否を左右するのが、実在庫の把握です。
Amazonの実験店舗においても正確な在庫カウントをするために、スタッフが手間をかけて在庫チェックしています。
それは何故でしょうか？今回のセミナーでは近江副会⾧が執筆された「実地棚卸なるほどQ＆A」を使いその謎を紐解
きます。真の経営改革に向けて、基礎中の基礎をじっくり再確認したいと思います。
ﾀｲﾄﾙ：1月18日AI推進店舗向け「実地棚卸なるほどQ＆A」セミナー
講師：近江 元氏 実地棚卸なるほどQ&A（中央経済社）著者 役職 工業会 日本万引防止システム協会 副会⾧など
日時：1月18日（水）15:00～17:00
申込：Teamsウェビナー画面より
※YOTSUYA TOWER 7階 高千穂交易㈱セミナールームでの参加を希望される皆様は事務局に別途ご連絡ください。
対象：小売業様や売場のAI開発されているメーカー様など
内容：①実地棚卸 近江 元氏氏 約20分

②チェーンストア勢力の在庫管理の実態 近江 元氏 約15分
③DX(AI)を生かしたチェーンストア経営 近江 元氏 約40分
④RFID活用の目的と課題 近江 元氏 約15分
⑤中小企業診断士より （一社）ロスプリベンション協会 代表理事 秋元初心氏より 約15分
⑥質疑応答 司会（JEAS会⾧）約15分

主催：工業会 日本万引防止システム協会（JEAS） 政策・研究委員会 DX推進プロジェクト
書籍：事前に「実地棚卸なるほどQ＆A」購入されご参加ください。
https://www.biz-book.jp/isbn/978-4-502-44311-4
申込サイト：
https://teams.microsoft.com/registration/IcUBFRFrCEyJDVvapdoeSA,3Y_5W_bXlEaZtB2jHyDXBw,NTTNPBg4qEC6IgEc1hHfVw,Oy
hk82jtDEGxQaoA_3dECQ,nGWAsNOr6k6kXfNOvteVwA,5tP3vOVrtkWslZyDIwh_zw?mode=preview



質疑応答
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出典 JEAS会報27号抜粋
https://www.jeas.gr.jp/p
df/20170816-3.pdf

参考資料



ロス対策士検定試験制度について
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「ロス対策テキスト （ロス対策士検定試験公式テキスト 」 での 学び を実際の
現場で活用していただけるように、知識の共有と、さらなる知識技術を向上さ
せるために 「ロス対策士検定試験制度」 を設立いたしました。

「ロス対策」は、欧米では「ロス・プリベンション 」 という言葉が幅広く認知
されており、研究もされています。特にフロリダ大学のリード・ヘイズ博士ら
が研究調査活動を行っている「 L oss PreventionResearch Council 」 ＬＰＲＣ
や 2006 年に設立された ＮＰＯ 法人「 L oss Prevention Foundation 」 ＬＰＦ
は、その中心的な役割を担っています。
既にアメリカでは、ＬＰＦが主体となってＬＰＱ、ＬＰＣといったロス対策専
門資格試験制度が設けられており、知識の共有化や具体的で効果的な対策の実
行も進んでいます。またヨーロッパでもＥＣＲヨーロッパを中心に研究や実務
対策が進んでおり、イギリスのレスター大学の名誉教授でもあるエイドリア
ン・ベック氏を中心に活発な研究活動が行われています。

この 「 ロス対策テキスト 」 と 「ロス対策士検定試験制度」 が、日本の小売
業にとどまらず、国民の安全と安心、そして豊かな生活に貢献できることを確
信しております。

なお、こ のテキストおよび試験制度を 作成し具体化を進める 上で、小売業に
関連する職務に携わる多くの方々のお力添えをいただいています。 紙面 の都合
で、お名前をご紹介することはできませんが、ここで心より感謝申し上げます。

https://www.manboukikou.jp/exam-about/



日経メッセSECURITY SHOW2023 セミナー
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https://messe.nikkei.co.jp/ss/seminar/#seminar_142840



2012年 セミナープログラム

All rights reserved.

The Japan Industrial Association of Electronic Article Surveillance Machines

本日は視聴いただき有難うございました
アンケートのご協力をお願いします。

アンケート

https://www.jeas.gr.jp/seminar/questionnaire/

本日資料はJEAS・HPのNEWSページ2023年1月18日にあります。
https://www.jeas.gr.jp/20230118.zip
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